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　とある西洋の王国の、お金持ちのお屋や敷しきにて。

「──いっそ、雑草すべてにつくも神を降こう臨りんさせれば、面めん倒どうがないかもしれませんねえ」

　広大なお屋敷にある、美しい庭の片かた隅すみで考える。

　今は庭の掃除そうじタイムだ。とは言っても、ちょちょっと箒ほうきやちりとり、ゴミ箱諸もろ々もろに呪じゆ符ふを貼はりつければつくも神化して優等生さながら勤勉に働いてくれるので、晴せい明めいシンデレラ（男）は見ているだけなのだが。

「にしても、この格好で働いていると、使用人というよりウエイターですよねえ」

　白いシャツに黒いズボン。そこに腰こし巻まきのエプロンは西洋の豪ごう華かな屋敷には似合わない──気がする。とはいえ、黒スーツだと執しつ事じコスプレみたいで悩なやみどころだ。

「じゃあ～っ☆、萌もえたんみたいな格好しますかぁぁぁぁ？　すっごく似合うと思うのですよ～☆びっくりんこ～っ☆☆」

「二十五才の男の、ミニスカートメイド服はいろいろな意味でデンジャラスこの上ないので遠えん慮りよします」

　笑顔でお断りだ。

　この屋敷には現在、晴明と一緒に継まま父ちちと兄二人が住んでいる。後ご夫ふに入った継父にとって前父の子である晴明は邪じや魔ま者もの以外の何者でもなく、家か督とくを継ついだ母が仕事で海外に出張をしている時はこうして使用人と同じ生活をするように命じられていた。

　この日も、使用人たちが働いている──のを晴明は一人甘あま酒ざけ飲みつつ傍ぼう観かん──時にみんなで会話をしていた。

「晴明様はぁ、どぉして使用人と同じ生活をしてるんですかぁぁぁ？」

「余計なことを訊きくな」

　きゃぴるーん、と尋たずねてくるメイドの萌へ、屋敷警備係の鬼火きよかが注意をする。

「深い事情があるんだ。奥様が留る守すがちだから、旦だん那な様が晴明様を……。……設定が違うのではないか？」

　鬼火が首を傾かしげる。

「──性別、逆ではないか？」

「貴様が言うな」

　背後から箒で頭を殴なぐりつつ登場したのは、メイド頭がしらの水う終みである。

「晴明様にまさか女装はさせられないだろう。いろいろな都合を考えても、性別を逆にするのが妥だ当とうではないのか？」

「……確かに。だったら私も女装はしたくない」

　鬼火の真剣なる訴うつたえに、水終は嫌いやそうな視線を向ける。鬼火の言いたいことはわかる。

「ああそうだ。使用人と同じ生活をしているのは、私のただの趣味です」

「趣味？」

　晴明のしれっとしたセリフを復唱したのは、鬼火の周囲に燃えるゴミを積んでいる水終だ。

「ええ。継ち父ちや兄たちの部屋を掃除するので、連中のプライベートがチェックできてなかなか楽しいのですよ」

「は？」

　驚おどろいているのは鬼火だ。しかし鬼火も、人の秘密を探さぐるなど仕事以外では絶対にしない、と見せかけて、好きな相手の秘密はくまなく細かく探るタイプである。理解できない、とは言わせない。

「弱みや秘密を握にぎるのも思いのままですからねえ。使用人生活は私の性しように合っていて、とても毎日が充実しています」

「なるほど……」

　弱みを押さえる──もちろん、ただの趣味だ。決して、将来これをネタにして脅おどそうとか陥おとしいれようとか、そんなことは考えていない。決して。

「すんごぉい～☆　萌たんたん、秘密ないからぁ、そゆの憧あこがれますぅぅぅぅ」

「……実じつ年ねん齢れいは、秘密ではないのか？」

「えーっ、水終ちゃあん～っ、萌はぁ、永遠のぉ十六さいですよぉぉぉ☆？　お歳としに秘密なんてぇ、何もありませぇんんん～っ☆」

　口元に両りよう拳こぶしを持ってきて、きゃん、とはしゃぎつつの返答だ。水終はこれ以上ないほど冷たい視線を向けた後、何も答えず黙もく々もくと自分の仕事に戻った。

　そんな姿をじっと見つめてから、鬼火がおもむろに尋ねる。

「……水終、自室の掃除を手伝おうか？」

「死んでこい」

　一いつ蹴しゆうだ。これも、日常であるが。

「……お前か？　私の日記を盗み読みしたのは」

「兄上、こんにちは」

　怒いかりというより呆あきれた様子で屋敷から出てきたのは、上の兄の霧きり砂すなだ。

「いやですね、盗み見たのではありませんよ。たまたま、見えてしまったんです」

「……机の奥深くにしまい込み、陰おん陽みよう術じゆつで鍵かぎをかけておいたのに？　気合いを入れて解とかなくば、覗けはしないと思うのだが……」

「どうしても、陰陽の決けつ壊かい術じゆつを試してみたくなった時だったのですよ。ほんの偶ぐう然ぜんです」

　噓うそではない。自分基準での〝偶然〟ではあるが。

「あまり気にしない方がいいでしょう。私も、霧砂が毎日日記にしたためている健康メモなんかに興味ありませんから」

　鎌かまのつくも神が庭の雑草を刈りまくるのを眺ながめつつ爽さわやかに返せば、霧砂が黙だまった。

　そんな中、下の兄である華はなやぎがさらに複雑そうな表か情おをして後ろからやってくる。

「あのさぁ……。僕ぼくが手に入れたばかりの輸入書物が今け朝さ、テーブルの前に座って優ゆう雅がにコーヒー飲みつつ新聞読んでいたんだけど──あれ、目の錯さつ覚かくだったと思う？」

「晴明の仕業しわざだろう。私はそんなつくも神など作っていないし」

「ああ、華。最近、勉強ばかりしていて疲つかれてるだろうから、サプライズです」

　霧砂の即そく答とうには触ふれず、晴明は華へ声をかける。

「……すごい、きらびやかな兄きよう弟だいだな」

「国一番のぉーっ、チョー美形兄弟ですぅぅぅ☆」

　鬼火に対して、ウキウキと萌が答える。

　その眼前では華が困こん惑わくを隠かくせないでいた。

「晴明様でしたか……あれ、元に戻もどるんですかね……」

「戻りますよ。それより華。私に様付けは必要ありませんよ、立場的に」

「……いや、さすがに……敬称なしでは、どうにも」

「晴明。お前のその上から目線な口く調ちようも立場的にどうかと思うが」

　晴明の指摘に華が困惑するのを見て、霧砂もすかさず突っ込んでくる。しかし。

「ま、気にするのはやめましょう。でないと、あの健康メモの成果なく病気になりますからね、霧砂が」

「……お前、健康日記ネタで一生私を笑うつもりだろう」

　いついかなる時も相手へストレスを与えることを忘れない晴明は、この灰かぶりシンデレラ生活を満まん喫きつしていた。

「ああ。皆さんここにいたのですか、探しましたよ」

　さらにもう一人、屋敷の中から現れたのは継父である破ほくとだ。全員が揃そろっているのを見て、手を振りつつ側そばに寄ってくる。

「破に意地悪な継まま母はは、じゃない継父役は無理あるだろう!?」

「嫌きらいな相手に対しては、しゃれにならないくらい徹てつ底ていして似合ってて、怖こわいくらいだがな」

　疑問を投げかける鬼火には、霧砂が答えた。皆が黙る──肯こう定ていだ。

　そんな二人の正直な意見を気にするふうもなく、破が晴明へニコニコと笑みを浮かべつつ話しかける。

「ああ、お庭がこんなにきれいになった。……ご苦労様です、相変わらず晴明様のつくも神は勤勉ですね」

「ありがとうございます、義と父うさんである破」

　晴明も笑顔で返答すれば、いそいそと破が大きな瓶ボトルとケーキを見せた。

「実は、氷砂糖たっぷり果ワ実イ酒ンとメープルケーキにバニラビーンズ入り蜂はち蜜みつと砂糖のクリームトッピングしたおやつを作ったので、召めし上がっていただきたいと。あ、晴明様以外の方の分は、ちゃんと砂糖適量で作りましたので……」

「待て」

　止めたのは、鬼火だ。

「継父が、シンデレラ……晴明様に意地悪しなくて、いいのか？」

「え？　ちゃんと意地悪してますよ？」

　心外だ、というように破が苦笑を漏もらした。そして、果実酒とケーキを見せる。

「果実酒に入れた氷砂糖の分量を、晴明様の好みよりも一割減らしました。ケーキも、本当はさらに和わ三さん盆ぼんを山盛りするべきなのですが、あえてしていません」

「────」

「破……。なんと残ざん酷こくなほど、意地の悪い継父……」

　果実酒とケーキを受け取った晴明が、驚きよう愕がくのまま破を凝ぎよう視しする。破は、申し訳なさそうに頭を下げた。

「申し訳ありません晴明様。これも、立場上仕方なく」

「……仕方ありませんね。私は虐しいたげられている哀かなしい境きよう遇ぐう、という立場ですから」

　溜ため息いきをつきつつ、しかし果実酒とケーキは食べる。

　その様子に霧砂が眉まゆを寄せた。

「昼間っから屋敷の主人の手作り果実酒とケーキを好きなだけもらうことの、どこが虐げられているんだ？　勝手に日記を読まれたり、貴重な輸入書物をつくも神化させられたりする我々の方がよほど哀しい境遇に思えて仕方ないのだが……」

「豪華な部屋に暮らし、好き勝手に贅ぜい沢たくして健康日記を書く余裕もあるのに、なんのワガママですか、霧砂」

「ワガママですかね……」

　晴明の文もん句くに対するツッコミは、華の呟つぶやきだ。

「──ところで、晴明様はどうしますか？　今夜のお城のパーティーは」

「パーティー？」

　華へ飲み物を渡しつつ破が訊いてくるのには、ケーキを食べつつ疑問系で答える。

「──ああ、王子のパートナー探しのパーティーですよね？　興味ありませんよ。第一、男女問わずの側そつ近きん探しに、なぜわざわざパーティーなど開くのか」

「国中から、優秀な若者を集めるという話です。本当は私も華を連れて行きたくはないのですが、綺き麗れいな者がいないと寂さびしいから是非、と城から頼まれて仕方なく」

　破が困惑したように言う。華が肩かたを竦すくめた。

「まあ、仮に選ばれればすごい出世だしね。顔を出すくらいならいいんじゃないかな」

「ダメですよ華。城に上がるなんて心配です」

　破の過保護はいつものことだ。霧砂は、そんな様子を慣れたふうに眺めながら言う。

「──まあ、城に恩を売りつつコネクションを作っておくのは無む駄だじゃないからな。私も行くよ。王子にも興味があるし」

　晴明としてはぶっちゃけ、どうでもいい。










「では行って参りますので、留守をお願いします」

　破ほくとが丁てい寧ねいに使用人へ挨あい拶さつし、華はなやぎや霧きり砂すなとともに屋敷を出たのは深夜近くなってからだ。

「──では私は、破が作っておいたケーキとタルトとクッキーをディナーとしていただきましょう」

　晴せい明めいの部屋は、陰陽術によってすべてが完璧に揃ったハイクオリティ・ルームとなっている。

　とはいえ、外観がただの屋根裏部屋なのは、別に脱だつ税ぜいのためではない。国にたくさんの税金を払いたくないだけである。

　──が、いきなり。

「どわ！　何この豪華な部屋！　入るトコ間違えた!?」

「え？」

　ぼむん、と大きな煙けむりが室内中央に巻き上がったかと思えば、箒を持った少年が現れる。

「……掃除の宅配サービス？　そんなものを頼んだ覚えはないが……」

「こんな夜中に掃除屋が来るか！　魔法使いだ！」

　ほれほれ、と黒いとんがり帽ぼう子しと黒マントを見せてくる──が、学芸会レベルで、まるで似合っていない。

　などと考えつつ見ている眼前で胸を張られた。

「オレは后こう。今宵こよい選ばれた不幸な人間はお前だ！　なので、なんでも願いを言ってくれ！　叶かなえてやるから！」

「別に。私は陰陽師だからなんでも自分で作れるし。魔王使いの力なんぞいらない」

　即答だ。ベッドメイキングをしている真っ最中のつくも神を指差す。

「ほら」

「っ、ぎゃー！　シーツと枕まくらが勝手に自分たちを整理整せい頓とんしてる！」

　よほど驚いたのか、思わず晴明に抱だきつく姿に魔法使いの威い厳げんはない。晴明は溜息をつきつつ、怯おびえる姿を凝視してしまう。どうにも心配になってきた。

　なんだかいきなり──ふつふつと。

「──そうですねえ……。お願い事、一つあるかも」

「え？　何？　何？　オレにできること？　なんでも言ってくれ！」

「ええ。あんたにしかできませんので、遠慮なくお願いします」

　にっこり、笑えんで言えば、后は食い気味に顔を寄せてきた。

「つまり、何……？」

「実は、あんた──后様を気に入ったんですよ私は……」

「ここは普通、『城のパーティーに行くための豪華な服が欲しい』じゃないの？」

「────」

　このタイミングで、邪魔か。舌打ちをして呆れた声の主あるじを探す。

「あ、僕は徳とく長ながネズミ。后クンによって人になったばかりなんだ、よろしくー」

　眼鏡めがねをかけたいかにも腹黒い男が、訊いてもいないのに自己紹しよう介かいをする。

「じゃあ后クン。時間もないし、この〝選ばれた不幸人〟をさっさと城へ連れて行った方がいいんじゃないのかな？　ほら、魔法は十二時までしか効かないし」

「お前が仕切るのか……。さっきまでネズミだったクセに」

　后は複雑そうに呟きつつも、徳長の言うことに従う。持っていたステッキをくるりん、と回すと、そこには舞台衣装のように派手なスーツが一式揃っていた。

「これを着てお城へ行ってくれ。王子の側近に選ばれるといいな」

「選ばれたくないです」

　即答だ。しかし、后は聞いていないようだ。しみじみとど派手スーツを眺めている。

「いいな……。お城のパーティーって、ごちそうたくさん出るんだろ？　豪華な飯めし、食ってみたいなー……」

「じゃあ、行きます？」

「へ？」

　晴明が声をかければ、后がきょとんとする。そんな表か情おから視線を逸そらすことなく、晴明は人ひと形がたを取り出して宙に舞わせた。

　人形はぼむん、と軽い爆ばく発はつとともに等身大の人間の姿に変わる。

「っ従者でーっす！　ＹＥＳ!!　貴たか樹きっすよろしく☆」

「げーっ！　ここで出たかＫＹ！」

「待ちなさい。終わっていません」

　いきなり后に抱きつこうとする貴樹の首根っこを押さえ、晴明はさらに呪符を取り出す。

　それは、たちまち豪華な服に変化したのだが。

「なんじゃこりゃー！」

「私の術は完かん璧ぺきです。質も手て触ざわりも最高級、しかも、十二時過ぎてもこのままで決して消えたりはしません」

「いやあ、さすがだねぇ」

　絶句する后の代わりのように、徳長がぱちぱちと拍はく手しゆした。貴樹も感心したように叫ぶ。

「すっげーっす！　さすが晴明さま！　もーっ、これ着ちゃったら今日のパーティーの大注目間違いなしっしょ！」

「っ、いろいろな意味で目立つに決まってるだろーが！　これ女物だろ!?」

　どぎゃーと騒さわぐ后の文句は無視だ。晴明は飲み物を口に運びつつ笑顔で答えた。

「似合う服を、と念じたらこれが出てきました。ま、何事も経験なんで」

「っ、ドレスなんて絶対に嫌だ！！！！！」

「まあまあ后クン、そんなことを言ったら、折角準備してくれた晴明に申し訳ないよ。──あ、もしかして着方がわからない？　じゃあ、僕が着せてあげるよ。さ、服を脱ぬいで」

「黙れ変態！」

　逃にげようとする后を捕つかまえ、徳長は楽しそうにドレスを差し出す。しかし、晴明は后を素早く奪だつ還かんして威い嚇かくするように睨にらんだ。

「悪ふざけはやめろ、変態はさっさと変態の国へ帰れ。ネズミ取りを仕掛けるぞ」

「大丈夫っす！　晴明さま！　お手をわずらわせるのは申し訳ないのでーっ！　オレっちとその仲間が力合わせて着替えさせちゃいまっす！」

　ちぇす☆と貴樹が大おお威い張ばりで告げてくる。その背後には、晴明が日頃から使し役えきしているつくも神らが腕うでを組んで仁に王おう立ちしていた──職人然としている。

「いや、私がやるからお前たちは手出し無用……」

　心の底から晴明は遠慮したが、鏡のつくも神に后がさらわれる。

　あっというまに衝つい立たてが現れ、晴明と徳長からガードするように后を隠してしまった。

　その向こうからは、后の悲鳴と貴樹の歓かん声せいとガタゴト音しか聞こえない。

「あぎゃー！　鏡と目隠しカーテン、すっげー力強い！　パンツまで脱がすな！」

「ご安心を！　全部身を任まかせてくれれば素敵に変身させちゃいますから！　おー！　腰ほっせー！　ドレス可愛いっす！　超お似合いーっ！」

　貴樹は必要あるのだろうか？　──なぜ、当たり前のように后の着替えを見物しつつ中継をする。

「……晴明のミスだよね。貴樹を召しよう還かんしたのは」

「────」

　うるさい、徳長。晴明は今、珍めずらしくも反省をしている真っ最中だ。




「オレはテラスに隠れているから、食い物持ってきてほしい」

　なんとか后こうが城に着いたのは、すったもんだしてから一時間ほど経たった頃だった。

　羞しゆう恥ちプレイなキラキラドレスで、混雑するパーティー会場なんか行けない。だから、タキシードを（憎にくらしくも）堂々と決めている晴せい明めいに頼むことにしたのだが。

「ワガママな……あんたも魔法使いなら、魔法でちょちょっと運べばいいでしょう？」

「食い物がふわふわ宙を浮いていたら、人々がパニくるだろが」

　大おお仰ぎように溜息をつかれた后は晴明を睨んでやる。すると、晴明は仕方なさそうにごちそうが待つ会場へと消えていった。

「……ああ、長い道のりだった……」

　誰だれもいないテラスで溜息をつく──道中の馬車内には、阿あ修しゆ羅らが棲すんでいた。

「カボチャに呪符貼って馬車作るって……空気読んでなさすぎる術だろ。オレ、なんのための魔法使いだよ。つか、馬車を二台用意したのに、なんでオレの馬車に乗り込んでくるかなー晴明」

　晴明のために用意したネズミ徳とく長ながが后の横に座り、反対側から晴明が后の腕を引っ張る──そして、何が楽しかったのかテンション上げ上げな貴たか樹きが抱きついてきた。

　そんな団子状態のまま、結局は一台の馬車でお城へ来たのである──馬車を操縦しないのなら徳長も貴樹も不要ではなかったのか、と気づいて凹へこんでもいた。

「──まあ、そんな嫌なことがたくさんあったんだから、オレは食うぞ……！　食って食って食いだめしてから魔法の国に帰る！」

　でないと、罰ばつゲームのような服装をさせられたことに対して、割に合わない。

「……げっ」

　ふと、テラスの隅にある階段を複数の人間が庭の方から登ってくる気配がする。后は慌あわてて陰かげに隠れた──見つかったら、余興の女装漫まん才ざいの支し度たくだ、と誤ご魔ま化かそうと思いつつ。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。僕は従者なんぞ要いらない、そんなくだらないものを選ぶために付き合わせるな。一人で庭にいた方がマシだ」

「いやいや言ことい王子、ガチで付き人は持っておいた方が便利ですってー」

（王子!?）

　后はびっくりだ。思わず耳を澄すませば、さらに子供の声が聞こえる。

「甘かん雨うの言う通りだわ。私たちだけじゃ、手が回らないことも多いのよねえ……。言王子ったら、ワガママだから」

「今夜の人材発はつ掘くつパーティーは、ぶっちゃけ僕らのためにあるようなもんですよねえ」

（一人は従者ってわかるけど……！　人形が喋しやべってる!?　お城お抱かかえの魔法使いによるものか!?）

　明めい朗ろう爽さわやかな体育会系の青年と、その頭やら肩にくっついている言葉を話す不思議な人形が二体──どうやら全員、言という王子の従者らしい。

「なら、お前たちが勝手に選べばいい。僕は従者なぞ不要だ……」

　従者の発言が不ふ愉ゆ快かいだったのか声こわ音ねも低く冷たく言い放った王子だが、ふと、口を噤つぐんだ。

　そして后の方へ鋭するどい視線を向ける。

「──そこにいるのは、誰だ」

（うわ……！）

　肩を竦める。これはマズイ、見つかってしまった。身を硬かたくしていても王子が近寄ってくるのがわかって、后はぎゅっと目を瞑つぶってしまう。

「え？　暗くら闇やみに──女？」

「あら見て清きよい、可愛いわ。けど……女の子？」

「うーん、似合ってるけど。……微び妙みようですよ、雲きんと」

　青年、甘雨の驚いた声がしたので、后はすぐに目を開いた。すると、眼前では雲と清と呼ばれた人形たちが后をマジマジと眺めている。
















「あ……っ、すみません！　いや、盗み聞きしようとしていたんじゃなくて、あの、あ、オレは実は魔法使いでして……！　えーと、アレです、魔法漫才のための準備で！」

　あたふたと言い訳をする。

「魔法漫才ってなんだぁ？　ホントに種も仕掛けもない手品ってことかぁ？」

「ドレスは漫才アイテム？　けど、あなた似合ってるから笑えないわ」

「というか、今日のパーティーに漫才師呼んでませんよー」

　甘雨が笑い、雲と清がツッこむ──いろいろな意味で放っておいてほしい。

「え？　あの……」

　本気で困惑していれば、言が無言でさらに一歩、近寄ってきた──お陰で背後は壁かべだ。逃げ場がない。やたら顔が近いまま妙みような迫はく力りよくでじっと凝視してくる。

　これはヤバイ、城への侵しん入にゆう罪ざいでこのまま捕とらえられて死罪かも、と危機感がピークに達していた時、后は手を握にぎられた。

「名前は？　年は？　魔法使いというのは職業ですか？」

「あ？　えー后といって、年は今年十七才……魔法学校の学生……です」

「じゃあ、僕より年上だから〝兄さん〟ですね。今度からそう呼ばせてもらいます」

「はい、は……え？　は？」

　──真意が、わからない。啞あ然ぜんとしていれば、ぎゅっと抱きしめられた。

　宣言は唐とう突とつだった。

「待っていました。僕の相手は兄さんです」

「は!?」

「言王子ー。従者はいらなくて俺たちが勝手に選んでいいんじゃなかったっけかー？」

　顎あごが外はずれそうなほどびっくりする后の背後から、甘雨が尋ねる。しかし言はまったく后を放す様子もなく、やけに堂々と宣言するように断言した。

「忘れた。それに、せっかく兄さんが僕に選ばれるためにドレスを着てきたんだから、約束を果たさないと失礼にあたるだろう？」

「っ、いや！　そういう意味の服じゃないし！　つかオレはただ単に飯を食いにきただけで、パーティー参加者じゃないし！」

「それなのになんであんた、王子に気に入られているんですか」

　いきなり後こう頭とう部ぶを殴られた。

　驚いて振り返れば、見事に甘ったるい食べ物ばかりをチョイスして両手の皿いっぱいに盛っていた晴明が、ワイン瓶ボトルのつくも神を使って后を殴ったところである。

　言王子が明らかに不ふ機き嫌げんかつ殺気を露あらわにし、晴明を睨む。

「……なんだ、この男は」

　しかし、晴明の睨みもまったく負けていない。

「──王子が、パーティー会場に入らず何をしてるのか……」

　──気のせいか、二人の間の温度がすっと下がった気がする。

　しかし、すぐに揃って視線を逸らすと、言は后に再び抱きつき、晴明は后の腕を摑んで自分の方へ引っ張ろうとしていた。

「あだだだだ腕がもげる」

「美お味いしそうなものばかり、選んできてあげたのに──口に押し込んでやりましょうか？」

「絶対に遠慮する……！　オレ、甘い物苦手だし！　──はっ、そうだ！」

　重要なことを思い出した。そうだ、后は晴明を連れてきたのだ。

「……！　これ！　こいつ！　王子！」

「そんな、知らぬ仲でもないのに。言、と呼び捨てにしてほしいな、兄さん」

　いや、今が初対面という設定なので知らぬ仲のはずだ。

「あー……いやそれはともかく改めてだな。……えっと！　オレ、実は晴明をお城のパーティーに連れてきただけの魔法使いなんだよ！　だから、選ぶなら晴明を選ぶべきだぞ!?」

「イヤだよ、冗じよう談だんじゃない」

　言はいっそ清すが々すがしいほどの即答で拒きよ否ひだ。

「この王子の従者だかパートナーだかに私が？　絶対に嫌に決まってるでしょう」

　晴明も、思い切り顔をしかめて拒きよ絶ぜつしてきた──揃って僅わずかの迷いもない。后は、言葉を失う。

「……そんな、寸分の隙すきもないほどお互いを嫌がらなくても……」

「大嫌いなんだよ、こーいう男。僕は兄さんみたいに明朗で頑がん張ばり屋さんが好きなんだ。ね？　大事にするから僕に選ばれて」

「何をしても許される、と思い込んでいる精神の未熟な王子なんぞ冗談じゃない。……あんた、私の望むこともわからないなんて勉強不足すぎです。徹底的に教えてあげるから、これからもずっと側にいるように」

　それぞれが后しか見ていない──いやいや違うだろう、シンデレラと王子がどうのという話ではなかったのか？

「……でもオレ、魔法使いで、関係ないから……」

「王子がシンデレラを選ぶなんて、もう古いよ、兄さん。時代は王子と魔法使いだ」

「いや、それ絶対に違うと思う」

「その通り。今のトレンドコンビはシンデレラと魔法使いです。よく考えてください。主役と魔法使いがタッグを組めば童話の世界が広がりますよ？　冒険もできます。そういう、先々のことまで考えて相手を選ぶべきです」

「お前は考えすぎなんだ」

　一刀両断だ。しかし、二人とも后の気持ちなど聞いちゃいない。

「魔法使いなんぞいなくとも、国一番の陰陽師なのだからなんでも一人でできるだろう。兄さんは今日から王子たる僕の専属魔法使いになったんだ」

「え!?　もうなったの!?　決まり!?」

「歴代最優秀王子で、従者すらも面倒という超個人主義。今さら魔法使いなぞいなくとも、国の統とう治ちには絶対の自信があるくせに──元々、貧しい私にサプライズをくれるためにやって来た魔法使いだ、もう私のものだ」

「ええ!?　一回願いを叶かなえるだけなのに、何その定職に就ついちゃった的な!?」

　言と晴明はお互いをじりじり牽けん制せいしつつ、后に迫せまっている──強引なんてもんじゃない。このままでは本当に、どちらかに就職しなくてはいけなくなってしまう。

「……！　逃げます！」

「兄さん!?」

「あっ、こら消えるな！」

　どろんぱ、と魔法で姿を消してしまう──ああ本当に、魔法使いでよかった。










　その場に残された、言こといと晴せい明めい、甘かん雨うに雲きんと、清きよいは少しの間無言になってしまう。

「──ま、逃げたくもなるわな」

　口火を切ったのは甘雨だ。感心したような口調は楽しんでいるようにも聞こえる。

「なぜ？　兄さんは照れ屋だからか？　僕の愛情が嬉うれしすぎたとか？」

「私に学ぶための準備をしに、一度戻っただけですね」

　しみじみ呟くのは、言と晴明である。

「不幸の始まりね」

「相手が悪すぎます。これからの一生は、諦あきらめるしかないですねえ」

　雲と清は溜息をついた──晴明というはた迷めい惑わくな存在に狙ねらわれている、という意味だろうと言は解釈し、后こうへ同情をする──可か哀わい想そうだ、ここはなんとしても助けないと。何せ、ピンチを救うのは王子様の役目、と昔から決まっているし。

　──だが。

「もう二度と、姿を現すことはないんじゃないですかねー」

「ご心配なく」

　言も心配していたことを甘雨がしみじみ呟けば、晴明が余裕で笑った。

「万が一のことも考え、魔法のステッキを私の部屋に没ぼつ収しゆうしておきましたので。それを引き取りに私の元へ戻ってこなければなりませんから」

　その表情のあまりの晴れやかさに、雲と清は呆れを通り越し感心して見る。

「──スゴイわね」

「言王子といい勝負の悪魔って、初めて見ましたよ、ぼく」

「探せばいるもんだなあー」

　甘雨は感心しきりだ。どういう意味か、失礼な。

「んじゃ、晴明の部屋に戻ってきたところを捕ほ獲かくするってことは、言王子が不利ですかねー」

「させてたまるか」

　小さく舌打ちし、言は晴明に対たい峙じした。

　最初に顔を見た時から気にくわなかったのだ。后とは親密、と言わんばかりの自信に満ち溢あふれた態度で当たり前のように接するところなんかは特に。

　殺してやろうか、と思いつつ、命じてやる。

「兄さんが戻ってきたら、速すみやかに僕へ献けん上じようせよ」

　言はこの国の王子だ。命令は絶対である。

　雲と清がわざとらしく溜息をついた。

「献上って言ったわよね……」

「強引さもここまで来れば、正当化されますね」

「しねーよー」

　ははは、と笑って突っ込むのは甘雨であるが、この従者たちのやりとりには慣れているので言は無視する。構かまってなんかいられない。

（そんなことより……）

　晴明との間に流れる険けん悪あくな空気は、より深みを増してこれ以上ないほど濃のう厚こうなのだ。

　無礼にも、まるで見下すように晴明は言を凝視した。

「お断りします──幸い、私の自宅は諸事情により王子が見つけるのは至難かと」

「なに……？　特別な家いえ柄がらなのか？　何家の者だ？　どこに住んでいる」

「そろそろ十二時だ。魔法が解けるので──失礼」

　言い捨て、一応の形式的な挨拶をすると晴明はテラスの隅へ走る。

　このまま立ち去るつもりなのがわかったので、言は晴明の上着を剣で刺さして止める。しかし、それを脱ぎ捨てた晴明は階段を駆かけ下りていった。

「待て！　貴様を捕まえ、僕が貴様の部屋で兄さんを待ち受ける……！」

「王子様には狭せま苦くるしい部屋ですよ。──何せ、屋根裏部屋ですから」

　それだけ告げると、晴明が胸元から呪符を一枚出す。なんだ、と思う前にそれは言の眼前に舞い、閃せん光こう弾だんのようにいきなり光った。

「……っ!?」

「では失礼」

　言が眩まぶしさに目を瞑った隙に、晴明が階段を下りきって逃げたのが気配でわかった──不愉快だ、言に対してここまで強く出る者はかつていなかったのだから。

「……逃げ足の速い」

　目が慣れた頃には、後ろ姿はもう闇に紛まぎれて見えない。言は舌打ちをして晴明の逃とう走そうルートである階段を数段下りる。──と、先に光るものを見つけた。

「……なんだ？　ガラス……？」

「何か、光の反射具合がそんな感じですね。持ってきますかー？」

「ああ」

　指示を出し、甘雨に持ってこさせる。甘雨はそれを摑むと感心しつつ、言に近づけてきたので思い切り顔を背そむけてやった。

「近づけるな。あの男の物だとしたら、不愉快で絶対に触れたくない」

「多分、履はいていた靴くつだと思いますよ。珍しい、ガラス細ざい工くのメンズシューズです」

「女性の靴でも珍しいわよね、ガラスって」

「歩きにくくないんですかねえ」

　報告に雲と清が感想を述べれば、甘雨がすかさず答える。

「走りづらいから、脱ぎ捨てたんじゃねーの？」

　──なるほど。

　一つのアイディアが言の脳裏に浮かぶ。

「……しかし、これは利用できるかもしれない。これを使ってあの男を見つける──何がなんでも、あぶり出す」

　多少の強引さは、気にしない。










「王子が人ひと捜さがしをしているらしいよ」

　朝。

　寝不足のままつくも神に給仕をさせ、継父と兄たちの食事の用意をしていれば、華はなやぎが思い出したように口を開いた。

「結局、昨日のパーティーでは気に入った従者は見つからなかったんだろう？」

「誰かを気に入ったという話ですよ。しかし、どこの方かわからないそうなので、国を挙げて捜すようです」

　霧きり砂すなには破ほくとが答えた。横で優雅に朝食のスイーツを食べていた晴せい明めいは眉を顰ひそめる。

「……しつこい」

「え？　何か言ったか？　晴明」

「なんでもありませんよ、霧砂。で、王子の人捜し方法はどんなものなんですか？」

　逃げる算段をたてるためにも、一応の情報収集はする。

「珍しい靴が落ちていたとかで……。それを手がかりにするとか」

「手段を選ばないで捜し出す、という話ですよ──何をする気でしょうか」

　華の情報に対し、破は心配そうだ。晴明は顎に手を当て考える。

　魔法製品だから出所もつかめないだろうが、邪魔だからと捨ててきたのがまずかったようだ。らしくない失敗である。

「……あの王子なら、何をするかわかりませんね」

「靴の持ち主ぬしを捜すために、国民全員に靴を履かせて本人かどうか確認する、とか言うかもな」

　霧砂が呟けば、警護をしていた鬼火きよかが冷静に意見した。

「メンズなので男全員に履かせるそうだ。それと、靴の持ち主は屋根裏に住んでいるので、屋根裏部屋のある屋敷はすべて捜そう査さ。もし匿かくまえば、その家は断絶、一家全員処刑らしい」

「本当に履かせるの？　というか、うちも屋根裏あるよ？　捜査に入られるってこと？」

「何をしたんだ、靴の持ち主は」

（魔法使いの所有権を正当に訴えただけだ）

　驚く華に、霧砂も考えている。いや、考えても昨夜の一件はまず想像できないだろう、と晴明は思うのだが。

「──すみません、ちょっと部屋に忘れ物をしたので戻ります」

　いろいろな予想を繰り広げる家族から離れ、晴明は自室である屋根裏部屋に戻る。

「さすがの強行王子。この国にいるといろいろ面倒だから、魔法使いが現れたらすぐに捕獲して一緒に違う国へ逃げて、もとい修しゆ行ぎようの旅に出るか……」

　証しよう拠こはすべて抹まつ消しようすれば、一家断絶も処刑もあるまい。完全に誤魔化す自信がある。

「つかお前、さっさと出頭しろよ！　国民みんなに迷惑かかるだろ！　何したんだよ！」

「出たか」

　背後から后こうが現れ、晴明を責めてきた。よし、待っていた。

「何もしていませんよ、あのエゴイスト王子の無茶に付き合う気はありません」

　后自身が原因だ、とは思っていないのか──昨日きのうの今日で、素晴らしい鈍どん感かんさだ。

　感心していれば、后が晴明に向かって手を差し出してくる。

「なんですか？　お小こ遣づかいが欲しいとか？」

「違うわ。──お前、オレの魔法ステッキを奪うばいやがったろ？　返せ、あれないと卒業試験受けられないんだから」

「別に学歴はいりませんよ、天才陰陽師の私が実技をみっちり仕込んであげます」

　封ふう印いん呪符をひらひらさせ、シニカルに笑む。

「あ！　こら返せ……！」

　そこに描えがかれているステッキの姿で呪符の意味がわかったらしい后が奪おうとするが、避よけて反対に腕を摑んでやった。

「確実に、術使いとしては私の方が上ですので」

「ぜってー断る！　陰陽と魔法は違うし！　家庭教師代とかすげー請せい求きゆうされそうだし！」

「あんたが払える範はん囲いですから、ご心配なく」

「って！　やっぱ取るんかい！」

　ぎゃーと后が騒ぐ。あんまりうるさいと、継父や兄たちが様子を見に来てしまう。ここは一つ、猿さるぐつわでもして簀す巻まきにしようか、と本気で計画を練り始めれば……。

「兄さんに何をする。誘拐魔の変態」

　──いきなり、背後から斬きりつけられた。

「えーと。王子が用件がある、というからお連れしたんだけど……」

「それを早く言いなさい、華」

　いつのまにか、開いた自室のドアの前には気まずい様子の華と笑顔の破、そして呆れた表情を隠さない霧砂と、笑っている甘雨がいる。

　大勢の登場にうっかり后を言に奪われた晴明だが、情況を把は握あくできていないらしい霧砂が后と晴明、言を見比べた。引きつった表情だ。

「……お前、少年を自室に監かん禁きん……そんな罪を犯していたのか……？」

「魔法使いが忘れ物のステッキを取りに来ただけだ」

　真実を言わないと霧砂が想像の暴力を爆走させそうだったので、カミングアウトする。

　華と破がほっと安あん堵どを見せた。

「よかった……」

「ですね、ちょっとディープすぎる犯罪になりますから」

　従者の甘雨までもがうんうん、と頷うなずいている。

　告げてきたのは、予想外の事実だった。

「いやー、霧砂にガラスの靴を見せに来てよかったー。すーぐ昨日履いていた人物の特定ができてさー。さすが一流陰陽師っ！」

「霧砂!?　いつのまに王子サイドに協力するようになっていたんですか!?」

　これは予想外だ。そんなことは、かつて一度もなかったのに。

「パーティに出向いた時だ。城に人脈を作る目的があった、と言ってあったはずだが」

「──作るのが、早すぎですよ……」

　無駄に優秀すぎる、この男。

　まさか、こんな最も余計な者を連れ込む原因になるとは思ってもいなかった。これは晴明の計算ミスか。

「兄さん！　ガラスの靴が縁えんで再び巡めぐり合えるなんて！　やっぱり僕たち、お互いを支え合う関係になる運命なんだよ！」

「うーん困ったー。ちょっと違うけど、でも晴明に捕まるよりはだいぶいい環境な気がするしーいっそお城に就しゆう職しよくすっかーどうしよっかなー」

　不愉快なことに目の前には、ウキウキと后相手にはしゃぐ言と、乾いた笑みを浮かべる后がいる。
















　すごく面おも白しろくないツーショットなので思わず魔法のステッキを封印した呪符を焼いてしまおうか、と思うくらいだ。しかし。

「やめろ。魔法使いが可哀想だろう」

「黙れ霧砂。この王子に誘拐されたらどうする!?」

「けれど、晴明様がしようとしていることも十分に誘拐ではないかと……」

　止める霧砂と華を睨む。すると目の端はしでは、言が后に抱きつきつつも優ゆう越えつ感かんに満ちた笑みを晴明に送るのがわかった──あれは、悪の表情だ。

「……わかりました」

　ガラスの靴を投げつけてやろうか、と一いつ瞬しゆん本気で思ったが。

「王子が、ガラスの靴を利用し国民を陥れようとした、と広めるだけで妥だ協きようします」

「それも違う」

「王子vsシンデレラって、話の持って行き方違いませんかー？」

　霧砂の即答に、甘雨の笑顔の呟きだ。そんなのは最初からわかっていたことだろう。

　こんな会話が聞こえたのか、言が后へ顔を寄せる。そして、凶きよう悪あくな笑顔のまま言った。

「僕はただ、ガラスの靴から幸福を見み出いだそうとしただけだよ──ね？　兄さん」

「お、おう……？」

　二人の様子を、なるほど、と破が納なつ得とくしたように眺めている。

「これもある意味、シンデレラから王子様が幸福を貰もらった……ことになりますから、間違ってはいないのではありませんか？」

「間違ってるよ……」

　華のツッコミには、晴明は大賛成だ。

「シンデレラは魔法使いから幸福を得るのですから、この先たっぷり幸福をこの魔法使いから搾さく取しゆするのが正しい物語ということで」

「それはもっと違う」

　霧砂の即答ツッコミなど、聞こえない。




　王子一人で幸福になるのはズルイので、シンデレラだって頑張って幸せを摑むつもりだ。





おわり。













あとがき






　この本をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　本ほん編ぺんの文庫も、できればよろしくお願いします。

　本編の主役は、今回の魔法使い役です。

　舞台は京都で、現代と平安～江戸時代がごちゃまぜです。

　陰おん陽みようバトルコメディです。







　【闇やみの皇こう太たい子し・特設サイト】http://www.enterbrain.co.jp/bslog/bslogbunko/yamikou/

　【闇の皇太子・ツイッター（期間限定）】@yaminokoutaishi
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